
河川堤防耐震点検について

○照査外水ˮểỊὉὉὉ
Ὁ࠯常時ỉ最高水ˮẆもẲẪỊ施設計画ɥỉ津波高ểẴỦ
常時ỉ最高水ˮểỊὉὉὉ࠯○
Ὁ近࠰発生Ẳた大規模ễ地震Ệợụ被災Ẳた堤防ỉ地震後ỉ緊急復旧ầ概Ỉ14日間Ể完了ẲềいỦこểẦỤẆ
14日間Ệ発生ẴỦ確率ầᾀ὾ᾀ὿ỉ水ˮểẴỦ
○施設計画ɥỉ津波高ểỊὉὉὉ
Ὁ津波ỆợỦ堤内地ỉ浸水を防ẫ河川管理施設等ỉ整備を行うɥỂ想定ẴỦ津波ỂẆ最大クラἋỉ津波Ệ比Ổề
発生頻度Ị高ẪẆ津波高Ị˯いもỉỉ大Ẩễ被害をもたỤẴ津波ỉ水ˮểẴỦ

▲被災想定イメὊἊ

堤内地ί生活圏ὸ

ṷ河川ỉ水ˮί照査外水ˮὸ

ṷ࠯常時ỉ水ˮ

軟弱地盤

堤防

地震Ệợụ堤防沈ɦ

河川水ỉ越流

地震

○ 河川堤防耐震点検とは

地震Ệợụ堤防Ệ変形Ẇ沈ɦ等ầ生ẳた場合ỆấいềもẆ河川ỉ流水ỉ河川外ồỉ越水を防止ẴỦ機能ầ
保持さủềいỦこểを点検ẴỦもỉỂあỦẇ

沈ɦ事例Ṟ
岩木川水系 山田川

Ṷ

沈ɦ事例ṟ
岩木川水系 中里川

Ṷ



河川堤防耐震点検について

○ 河川堤防の耐震点検の進め方

ᵱ
ᵲ
A
ᵰ
ᵲ

一
連
区
間
の
設
定

河
川
堤
防
設
計
指
針
に
よ
Ủ

二
次
災
害
の
生
じ
Ủ

お
そ
ủ
の
あ
Ủ
区
間
の
設
定

一
次
点
検

最
大
沈
下
量

許
容
沈
下
量

≦

二
次
点
検
の
対
象
区
間
の
設
定

基
礎
地
盤
の

液
状
化
に
対
Ẵ
Ủ

二
次
点
検

ɤ
次
点
検

ɤ
次
点
検
結
果

対
策
不
要
区
間

Y
ᵣ
S

Y
ᵣ
S

N
o

N
o

一次点検 二次点検 ɤ次点検

以ɦの指針等に基ỀẨ実施ẴỦẇ
Ὁ河川構造物の耐震性能照査指針ί࠯成ᾁᾇ࠰ᾂ月ὸ 国土交通省水管理Ὁ国土保全局治水課
Ὁ河川堤防の耐震点検マニュアルί࠯成ᾁᾇ࠰ᾂ月ὸ 国土交通省水管理Ὁ国土保全局治水課
Ὁ河川津波対策にếいềί࠯成ᾁᾂ࠰ᾈ月ὸ 国土交通省水管理Ὁ国土保全局河川計画課長Ẇ治水課長
Ὁ河川構造物の耐震性能照査にấいề考慮ẴỦ河川にấけỦ࠯常時の最高水位の算定の手引Ẩί案ὸί࠯成ᾀᾈ５࠰月ὸ

ί財ὸ国土技術研究センタὊ

資料収集Ẇ必要に
応ẳề追加調査

今回実施

○ 河川堤防耐震点検フローチャート

資料収集Ẇ必要に
応ẳề追加調査

資料収集Ẇ必要に
応ẳề追加調査

資料収集Ẇ必要に
応ẳề追加調査

出典ᾉẐ河川堤防の耐震点検マニュアルί࠯成ᾁᾇ࠰ᾂ月ὸ 国土交通省水管理Ὁ国土保全局治水課ẑ
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Ṟ一次点検
・既往ỉ地震ỆợỦ堤防天端ỉ最大沈ɦ量ầẆ許容沈ɦ量をɥ回Ụễ
いẦ点検ẴỦ
○既往ỉ地震ỆợỦ堤防天端ỉ最大沈ɦ量ểỊ・・・
・国内Ể発生Ẳた地震ỆấいềỊẆ地震前ỉ堤防高さỉ25%Ị最˯Ểも
残存Ẳềいたこểầ経験的Ệ知ỤủềいỦこểẦỤẆ一75ࢷ%ểẴỦ
○許容沈ɦ量ểỊ・・・
・堤防天端高ể照査外水ˮỉ差ểẴỦẇ地震Ệợụ生ẳỦ堤防天端ỉ沈
ɦ量ầ許容沈ɦ量を越えễけủịί堤防ầ照査外水ˮợụも˯くễỤ
ễけủịὸẆ地震ࢸỆ河川ỉ流水ầ河川外Ệ越流ẴỦこểỊễい

○ 河川堤防の耐震点検

▽照査外水ˮ

軟弱地盤 軟弱地盤

許容沈ɦ量
堤防天端

既往ỉ地震ỆợỦ
最大沈ɦ量

堤防

▽照査外水ˮ

許容沈ɦ量
堤防天端

堤防

既往ỉ地震ỆợỦ
最大沈ɦ量

ί最大沈ɦ量ὸ＞ί許容沈ɦ量ὸ ί最大沈ɦ量ὸ＜ί許容沈ɦ量ὸ

地震 地震

一次点検

河川水ỉ越流ỉấそủ

河川堤防耐震点検Ệついて

詳細ễ解析が必要ễ区間の抽出

対策不要区間ί点検終了ὸ

・点検ẴỦ区間ỊẆ堤内地盤高ầ照査外水ˮợụ˯い区間ί地震ࢸỆ二次災害ầ生ẳỦấそủỉあỦ区間ὸể
ẲẆ一次点検及び二次点検を行ったẇ

堤内地
ί生活圏ὸ

堤内地
ί生活圏ὸ

対策不要区間ί点検終了ὸ

三次点検

ṟ二次点検
ί基礎地盤ὸ
・簡易沈ɦ量推定法Ệợụ算定さủỦ堤防ỉ沈ɦ量ầẆ許容沈ɦ量
をɥ回ỤễいẦ点検ẴỦ
○簡易沈ɦ量推定法ểỊ・・・
・以ɦỉ式ợụẆ地震時Ệ堤防Ệề発生ẴỦ沈ɦ量を推定ẴỦ方法

・ɥ記式ỆợỦ沈ɦ量ầẆ既往ỉ地震ỆợỦ堤防天端ỉ最大沈ɦ量
をɥ回Ủ場合ỊẆ既往ỉ地震ỆợỦ堤防天端ỉ最大沈ɦ量ểẴỦ

軟弱地盤

▽照査外水ˮ ▽照査外水ˮ

許容沈ɦ量 許容沈ɦ量堤防天端 堤防天端

堤防 堤防

簡易沈ɦ推定法
ỆợỦ沈ɦ量

簡易沈ɦ推定法
ỆợỦ沈ɦ量

ί推定沈ɦ量ὸ＞ί許容沈ɦ量ὸ ί推定沈ɦ量ὸ＜ί許容沈ɦ量ὸ

地震地震河川水ỉ越流ỉấそủ

二次点検
ί基礎地盤ὸ

軟弱地盤

堤内地
ί生活圏ὸ

堤内地
ί生活圏ὸ

ί堤体ὸ
・堤体ɦ部ỉ土質Ẇ堤体ỉɦỉ土質Ẇ堤体内水ˮỉ高さẆ液状化層厚
ỆợụẆ堤体ỉ液状化ầ発生ẴỦ可能性ầあỦẦ点検ẴỦ

堤防天端

堤防

地震
堤体ỉ液状化発生ỉấそủ

堤防天端

堤防

地震

ί堤体ὸ

軟弱地盤 軟弱地盤

▽堤体内水ˮ ▽堤体内水ˮ

堤内地
ί生活圏ὸ

堤内地
ί生活圏ὸ

ᵭKίɤ次点検不要ὸᵬGᵆɤ次点検必要ᵇ

ᵬGίɤ次点検必要ὸ

基礎地盤ể堤体ẆỄちỤẦᵬG 基礎地盤ể堤体Ẇ両方ᵭK ・基礎地盤ể堤体ỉ二次点検ỉ結果ẆỄちỤẦ一方ỉ点検ỉ結果Ểɤ
次点検ầ必要ể判定さủた場合Ịɤ次点検を実施ẴỦ

ᵭKίɤ次点検不要ὸ
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